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港
新
聞
５
面
か

１
０
１
５
０
５

口

尚

天ノ若

生

幼
児
は
懸
命
に
ボ
ー
ル
を

追
い
、
好
成
績
を
収
め
た

写

真
。
コ
ー
チ
の
誕
生
祝
い
に

と
山
口
ま
っ
は
選
手
（
池
島
小

二
年
）
が
見
事

を
決
め
た

体
験
入
部
随
時
。女
子
歓
迎
。

小
学
生
部
は
水
木
土
曜
十
七

十
九
時
、
部
費
は
月
二
千
円
。

幼
児
部
は
土
曜
十
七

十
八
時
、

部
費
は
月
五
百
円
。
練
習
は
八

幡
屋
小
。

〇
九
〇

九
一
六

〇

七
七
三
七
堀
之
内
監
督
。

■
佐さ

空く
う

会
大
阪
支
部
（
少
年
少

女
空
手
、
森
直
樹
支
部
長
）
の

道
場
生
は
九
月
十
九
日
、
埼
玉

県
で
行
な
わ
れ
た
同
会
の
全
国

大
会
に
出
場

写
真
。
港
近
隣

セ
ン
タ
ー
で
の
早
朝
稽け

い

古こ

な
ど

の
成
果
を
発
揮
し
て
以
下
の
好

成
績
を
収
め
た（
敬
称
略
）。

優
勝

中
学
女
子
組
手
・
重
山

雛（
築
港
中
一
年
）、
小
学
五
六

年
女
子
形
・
川
向
麗
（
池
島
小

五
年
）

準
優
勝

中
学
女
子

形
・
重
山
雛
、
小
学
五
六
年
男

子
組
手
・
玉
田
幸
造
（
池
島
小

六
年
）、同
形
・
玉
田
幸
造
、
同

女
子
組
手
・
川
向
麗
、
小
学
三

四
年
女
子
形
・
北
奈
宜
沙
（
三

先
小
四
年
）

三
位

小
学
五

六
年
女
子
形
・
堤
彩
乃
（
磯
路

小
五
年
）
、
同
組
手
・
堤
彩
乃
、

小
学
三
四
年
男
子
形
・
宮
本
寧

生（
池
島
小
三
年
）。
他
に
、
梅

原
侑
希（
港
南
中
二
年
）、
賀
本

陸（
港
中
一
年
）、金
光
拓
志（
池

島
小
五
年
）、
宮
繁
佑
幸（
三
先

小
三
年
）、
北
海
人（
同
）
、
玉

田
優
佳（
池
島
小
三
年
）、
古
川

舞
咲（
同
）
、
前
満
晴
野（
八
幡

屋
小
三
年
）、
堤
唯
月（
磯
路
小

二
年
）
の
各
選
手
も
活
躍
。

六
五
七
一

二
二
〇
四
森
。

■
港
区
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室

大
阪
み
な
と

十
月

二
日
、

リ
ー
グ
の

マ
ー

ヴ
ェ
ラ
ス
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
教
室
に
チ
ー
ム
で
参
加
し
た
。

十
一
月
は
六
日
（
土
）
に
八
幡

屋
小
で
十
三
時
か
ら
、
七
日

（
日
）、
二
十
一
日
（
日
）
に
南

市
岡
小
で
、
二
十
七
日
（
土
）

に
三
先
小
で
九
時
か
ら
練
習
。

二
十
三
日
（
火
）
は
舞
洲
ア
リ

ー
ナ
で
大
会
参
加
。体
験
歓
迎
。

中
学
生

。

〇
七
〇

五

六
五
九

四
八
三
一
萬よ

ろ

井い

。

■
な
み
は
や
子
供
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
教
室

園
児

小
学
六
年
生

が
準
備
や
片
付
け
等
で
協
力
し

な
が
ら
低
学
年
と
高
学
年
に
分

か
れ
て
市
岡
東
中
で
練
習
。
見

学
・
体
験
歓
迎
、
月
謝
無
料
。

詳
細
は

〇
九
〇

一
一
四
七

〇
二
一
〇
松
井
ま
で
。

■
弁
天
出
身
の
天あ

ま

ノの

若わ
か

大
相

撲
秋
場
所
（
九
月
十
二

二
十

六
日
）
で
三
勝
四
敗
。
序
二
段

・
東
六
一
枚
目
、玉
ノ
井
部
屋
。

本
名
天
野
清き

よ

智と
も

、
三
十
一
歳
。

波
除
小

市
岡
中
。
三
先
小

は
二
連
覇
で
三
度
目
の
栄
冠
。

■
中
学
生
ス
ポ
で
築
港
中
と
三

先
が

中
学
生
男
女
親
善
ス

ポ
ー
ツ
大
会
（
港
区
青
少
年
指

導
員
連
絡
協
議
会
主
催
）
が
九

月
五
日
開
催
。
男
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
は
築
港
中
が
優
勝
、
市
岡

東
が
準
優
勝
、弁
天
と
港
南（
田

中
）
が
三
位
。
港
中
と
市
岡
も

健
闘
。
女
子
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
は
三
先
が
優
勝
、
田
中

が
準
優
勝
、
港
中
（
八
幡
屋
・

池
島
）
と
築
港
中
が
三
位
。
田

中

、
市
岡
、
市
岡
中
も
健
闘
。

■
少
年
野
球

連

合
（
港
ヤ
ン
キ
ー
ス
、
福
崎
ヤ

ン
チ
ャ
ー
ズ
、
市
岡
ア
ト
ミ
ッ

ク
、
港
侍
ジ

さ
む
ら
い

ャ
イ
ア
ン
ツ
、
弁

天
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ン
ズ
、
北
恩お

加か

島じ
ま

少
年
野
球
部
の
軟
式
六
チ

ー
ム
）
主
催
の
第
十
一
回
大
阪

市
長
杯
・
第
十
二
回

杯
は
三
十
二
強
出
揃
い
、

港
ヤ
ン
キ
ー
ス
も
残
る
。
各
チ

ー
ム
他
大
会
で
も
健
闘
。

六

五
七
六
・
七
一
九
一
駿す

る

河が

。

■
大
阪
・
港
ボ
ー
イ
ズ
（
少
年

硬
式
野
球
）
は
大
淀
大
会
三
試

合
目
で
惜
敗
も
八
強
入
り
。
新

キ
ャ
プ
テ
ン
中
心
に
支
部
予
選

へ
気
持
ち
を
入
れ
替
え
専
用
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
。
硬
式
に
興

味
あ
る
小
中
学
生
の
体
験
練
習

・
入
部
説
明
随
時
。

六
五
七

一

六
七
五
三
ス
ポ
ー
ツ
さ
ん

わ
又
は

〇
九
〇

七
三
五
六

九
九
一
二
横
山
。

■

八
幡
屋
（
少
年
少
女
サ

ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
）

九
月
十
一

日
、
西
淀
川
区
で
強
化
試
合
。

北
山
さ
つ
き（
み
な
と
幼
）、
北

谷
あ
ん
な（
同
）、
中
尾
そ
う
た

（
春
日
出
幼
）
ら
各
選
手
が
果

敢
に
ボ
ー
ル
を
追
っ
た

九
月

十
八
日
、平
野
区
で
強
化
試
合
。

強
豪
チ
ー
ム
相
手
に
、
三
・
四

年
生
は
迫
力
あ
る
展
開
で
、
二

年
生
は
巧
み
な
攻
撃
で
、
一
年

■
市
子
連
ソ
フ
ト
で
田
中
が
３

位

第
四
十
八
回
大
阪
市
各
区

子
ど
も
会
対
抗
親
善
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
（
九
月
五
、
十
二
日
、

大
阪
城
公
園
）
で
田
中
子
ど
も

会
（
春
の
港
区
大
会
で
優
勝
）

は
旭
区
を
一
対
〇
、
此
花
区
を

九
対
一
、
東
住
吉
区
を
六
対
〇

で
連
破
。
準
決
勝
で
は
住
吉
区

（
優
勝
）
に
三
対
三
で
抽
選
負

け
。
三
位
だ
っ
た
が
実
質
優
勝

に
等
し
い
戦
い
ぶ
り
だ
っ
た
。

■
港
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

平
成
二
十
二
年
前
期
リ
ー
グ
戦

が
終
了
。
モ
リ
テ
ッ
ク
が
五
戦

全
勝
で
優
勝
。
以
下
は

富
栄

オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
三
勝
二
敗

大

阪
税
関
三
勝
二
敗

オ
ー
シ
ャ

ン
三
勝
二
敗

夕
凪
ク
ラ
ブ
一

勝
四
敗

三
先
ク
ラ
ブ
五
敗
。

モ
リ
テ
ッ
ク
は
十
月
二
十
四
日

の
大
阪
市
長
杯
大
会
に
出
場
。

■
区

バ
ド
で
三
先
小
が
２
連

覇

第
十
五
回
港
区

バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
九
月
十
二

日
、
港
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
。
築
港
小
の
市
原
裕
子
代

表
と
塩
田
和
美
選
手
が
宣
誓
。

熱
戦

写
真

の
末
、
三
先
小

（
勝
原
雅
夫
代
表
）
が
優
勝
、

港
南
中
（
本
間
正
樹
代
表
）
が

準
優
勝
、
池
島
小
（
今
西
愛
美

代
表
）
が
三
位
。
以
下
は

田

中
小

弁
天
小

港
中

築
港

小

築
港
中

港
晴
小

三
先

幼

市
岡
東
中

八
幡
屋
小

南
市
岡
小

市
岡
小

磯
路
小

賑
わ
っ
た

韋
駄
天
商
店
街

（
写
真
は
声
援
を
受
け
な
が
ら

特
設
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
る
小
学
生
・
松
友
綾
佳
さ
ん
）

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
港
区

を
元
気
に

と
今
秋
も
商
店
街

を
舞
台
に
住
民
参
加
の
ス
ポ
ー

ツ
行
事
が
相
次
い
で
行
な
わ
れ

ま
す
。
そ
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

九
月
二
十
三
日
午
後
、
南
市
岡

の
繁
栄
商
店
街
で

韋い

駄だ

天て
ん

商

店
街

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

四
回
目
。
同
商
店
街
振
興
組
合

（
難な

ん

波ば

利と
し

正ま
さ

理
事
長
）
が
主
催
。

雨
を
つ
い
て
応
援
に
訪
れ
た

見
物
人
の
声
援
の
中
、
ア
ー
ケ

ー
ド
下
の
特
設
百

コ
ー
ス
を

六
十
七
人
が
次
々
と
走
り
抜
け
、

タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。
今
回

は
平
城
遷せ

ん

都と

千
三
百
年
祭
マ
ス

コ
ッ
ト
や
市
岡
日
本
語
教
室
に

通
う
外
国
人
男
女
、
ケ
ニ
ア
人

留
学
生
ら
も
参
加
、
国
際
色
溢あ

ふ

れ
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

夕
方
ま
で
続
い
た
熱
戦
の
結

果
、
小
学
校
低
学
年
（
五
十

）

は
石い

し

立だ
て

慎し
ん

太た

郎ろ
う

君
（
九
歳
、
築

港
小
）
が
八
秒
六
二
で
、
小
学

生
は
山
崎
夏か

苗な
え

さ
ん（
十
二
歳
、

市
岡
小
）
が
十
五
秒
三
七
で
、

シ
ニ
ア
は
池
野
昌ま

さ

宏ひ
ろ

さ
ん
（
四

十
六
歳
、
大
阪
マ
ス
タ
ー
ズ
）

が
十
二
秒
四
〇
で
、
レ
デ
ィ
ー

ス
は
石
田
麻あ

さ

美み

さ
ん
（
二
十
二

歳
、
関
西
学
院
大
学
）
が
十
三

秒
九
七
で
、
オ
ー
プ
ン
は
荒
川

大だ
い

輔す
け

さ
ん
（
二
十
九
歳
、
ノ
ビ

ー
ト
ラ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
）
が
十
一

秒
一
四
で
優
勝
し
ま
し
た
。

小
学
校
低
学
年
の
部
を
制
し

た
石
立
君
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
の
二
塁
手
。
チ
ー
ム
メ
イ

ト
の
祝
福
に
照
れ
な
が
ら
、
ソ

フ
ト
の
練
習
を
し
な
が
ら
ク
ラ

ウ
チ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
の
練
習
も

し
ま
し
た
。
来
年
も
出
場
し
て

タ
イ
ム
を
更
新
し
た
い
で
す

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
十
月
十
六
日（
土
）

に
は
夕
凪
中
央
商
店
会
で

ゆ

う
な
ぎ
鉄
腕
ま
つ
り

が
、
十

一
月
二
十
一
日
（
日
）
に
は
八

幡
屋
商
店
街
で

大
阪
ご
ち
そ

う
マ
ラ
ソ
ン

が
予
定
さ
れ
、

港
区
の
商
店
街
の
秋
の
ス
ポ
ー

ツ
行
事
は
佳
境
を
迎
え
ま
す
。

大
阪
マ
ラ
ソ
ン
港
区
誘
致
運
動

大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス

に
港
区
を
組
み
入
れ
て
も
ら
お

う

と
い
う
運
動
が
高
ま
り
を

見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ー
ス

入
り
の
望
み
は
ほ
ぼ
断
た
れ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

大
阪
マ
ラ
ソ
ン

と
は
橋は

し

下も
と

知
事
が
提
唱
し
た
市
民
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
大
会（
大
阪
府
大
阪

市
・
大
阪
陸
上
競
技
協
会
が
主

催
）。昨
夏
か
ら
準
備
が
進
め
ら

れ
、
今
年
七
月
に
は
出
発
・
到

着
地
点
が
、
九
月
に
は
第
一
回

開
催
日
（
来
年
十
月
三
十
日
）

と
コ
ー
ス
（
大
阪
城
公
園
か
ら

道
頓
堀
な
ど
を
経
て
南
港
へ
）

が
決
定
。
そ
の
中
で

国
道
四

三
号
は
封
鎖
で
き
な
い

と
の

事
情
を
主
な
理
由
に
、

港
区

の
コ
ー
ス
入
り
は
難
し
い
（
平

松
市
長
）と
な
っ
た
も
の
で
す
。

誘
致
運
動
は
筋
肉
商
店
街
実

行
委
員
会（
小
嶋
幸
造
委
員
長
）

が
主
導
、
港
区
地
域
振
興
会
連

合
会
や
港
区
商
店
会
連
盟
が
賛

同
団
体
と
な
り
、
一
般
区
民
の

賛
同
署
名
も
八
月
末
で
一
万
筆

を
超
え
、

誘
致
の
大
き
な
力

に
な
る

と
期
待
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
同
実
行
委
は
ブ
ロ
グ
を

通
じ
、

今
回
の
区
民
の
熱
意

を
生
か
す
方
向
で
、
運
動
を
次

の
段
階
へ
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
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